
1
月
3
日
（
木
）
湯
浅
町
消
防
団

に
よ
る
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し

た
。
団
員
１
５
５
名
が
旧
マ
マ
さ
ん

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
に
参
集
し
、
整
然

た
る
姿
で
新
年
を
迎
え
、
町
民
の
財

産
と
生
命
を
守
る
決
意
を
新
た
に
新

年
を
迎
え
ま
し
た
。

１
月
16
日
（
水
）
に
よ
み
う

り
大
手
町
小
ホ
ー
ル
に
て
ゆ
あ
さ

地
方
創
生
観
光
ま
ち
づ
く
り
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
２
５
０
名
の
方
々

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
国
内
最

大
級
の
訪
日
外
国
人
旅
行
サ
イ

ト
を
運
営
す
る
㈱
や
ま
と
ご
こ

ろ
代
表
取
締
役
兼
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

村
山 

慶
輔
氏
に
よ
る
外
国
人
観
光
客

を
呼
び
込
む
観
光
の
ノ
ウ
ハ
ウ

に
つ
い
て
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
政

策
・
成
功
の
カ
ギ
と
は
」
と
題

し
た
基
調
講
演
や
、
湯
浅
の
醤

油
が
世
界
中
に
広
が
っ
た
ル
ー

ト
を
「
醤
油
ロ
ー
ド
」
と
名
付

け
世
界
に
発
信
し
て
い
く
こ
と

に
つ
い
て
、
和
歌
山
大
学
副
学

長　

足
立 

基
浩
氏
、
フ
リ
ー
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
川
田 

裕
美
氏
、
村

山 

慶
輔
氏
と
上
山 

章
善
町
長

を
含
む
４
名
で
「『
醤
油
ロ
ー

ド
』
を
世
界
へ
発
信
〜
ゆ
あ
さ

の
可
能
性
〜
」
と
題
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。

平
成
31
年
消
防
出
初
式

ゆ
あ
さ
地
方
創
生
観
光
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
！

村山氏による基調講演

足立氏、川田氏、村山氏、上山町長によるパネルディスカッション

1月10日（木）、寺村公博様より、湯浅
町に歩行器を寄贈していただきました。寄
贈された歩行器は、役場庁舎で使用させて
いただきます。

歩行器を
寄贈いただきました
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12
月
25
日
（
火
）
役
場
３
階
な
ぎ
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
オ
ペ
ラ
歌
手
の
星
野
隆
子
さ
ん
、
ベ
ー
ス

の
尾
崎
薫
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
の
濵
口
真
理
子
さ
ん
、

ド
ラ
ム
の
小
林
俊
介
さ
ん
に
よ
る
オ
ペ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
格
的
な
オ
ペ
ラ
曲

か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
ま
で
、
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

豊
か
な
曲
目
に
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
和

歌
山
県
大
会
は
、
次
代
を
担

う
中
学
生
が
人
権
問
題
に
つ

い
て
作
文
を
書
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
人
権
尊
重
の
重
要

性
、
必
要
性
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
豊

か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
和

歌
山
県
人
権
啓
発
活
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
主
催
で
毎

年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
公
財
）
和
歌
山
県
人
権

啓
発
セ
ン
タ
ー
主
催
「
人
権

の
詩
２
０
１
８
」に
お
い
て
、

２
，
５
６
５
編
の
中
か
ら
15

編
が
入
賞
作
品
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

湯
浅
町
か
ら
は
、
小
学
生

の
部
に
お
い
て
伊
藤
萌
愛
さ

ん
（
湯
浅
小
学
校
５
年
生
）

が
、
中
学
生
の
部
に
お
い
て

今
年
度
は
県
内
89
校
、８
，

０
９
０
編
の
中
か
ら
18
編
が

入
賞
作
品
に
選
ば
れ
、
谷
口

絢
音
さ
ん
（
湯
浅
中
学
校
１

年
生
）
の
『
私
が
考
え
る
高

齢
者
問
題
』
が
優
秀
賞
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

12
月
18
日
（
火
）、
増
元

貞
夫
氏
（
人
権
擁
護
委
員
）

よ
り
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

權
爲
樂
人
さ
ん
（
湯
浅
中
学

校
１
年
生
）
が
そ
れ
ぞ
れ
理

事
長
賞
（
優
秀
賞
）
を
受
賞

し
ま
し
た
。

※
人
権
の
詩
は
、
日
々
の
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事

等
を
「
人
権
」
と
い
う
視

点
で
綴
っ
た
作
品
で
す
。

愉た
の

し
い
音
楽
会

〜
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
〜

を
開
催
し
ま
し
た

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
〜
和
歌
山
県
大
会
〜

優
秀
賞
を
受
賞
！

「
人こ

こ
ろ権

の
詩う

た

２
０
１
８
」
理
事
長
賞
（
優
秀
賞
）
を
受
賞
！

（左）前
まえだ

田健
たけし

校長先生 （中央）谷
たにぐち

口絢
あや ね

音さん （右）増
ますもと

元貞
さだ お

夫氏
『人権の意味』
權
ごんため

爲樂
がく と

人さん
『私の友達』
伊
いとう

藤萌
も あ

愛さん

町の話題
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